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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月7日(2019.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体に装着して使用される照明装置であって、
　可撓性を有する長尺の導光部材と、
　透光性の材料からなり、前記導光部材を保持する基材と、
　前記導光部材に入光するレーザ光を発光する光源とを備え、
　前記基材は、前記導光部材から発光された光を出光する出光面となる第一の面と、前記
第一の面の反対側において、前記導光部材を保持する溝が形成された第二の面とを有し、
　前記溝は、少なくとも、溝中に保持される前記導光部材の厚みと同じ深さを有すること
を特徴とする、照明装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明装置であって、前記第二の面に形成された溝の表面に、微細な凹
凸形状が設けられている、照明装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の照明装置であって、前記基材には、所定の間隔で複数列の溝
が形成されている、照明装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の照明装置であって、該複数列の溝において、隣接する二列の溝が、屈
曲部を介して連続した溝とされており、かつ／または、少なくとも二列の溝が、基材の一
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端面においてそれぞれ開口部を有し、可撓性を有する一本の導光部材が、少なくとも前記
屈曲部及び／または基材外で屈曲しながら、該屈曲部及び／または開口部を介して複数の
溝に配置される、照明装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の照明装置と、車両用部材からなる基体とを備え、
前記照明装置は、前記第二の面を前記基体の表面に対向させた状態で、前記基体に固定さ
れる、車両部品。
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